
日医発第866号（地域） 

令和６年８月９日 

都道府県医師会会⾧ 殿 

公益社団法人日本医師会 

会⾧ 松 本 吉 郎 
（南海トラフ地震災害警戒本部本部⾧） 

（公印省略） 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）の発表に伴う日本医師会の体制について 

貴会におかれましては、日本医師会の災害対応にご協力賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、去る 8 月 8 日に発生した宮崎県日向灘を震源とする地震について、気象庁では、同

日に南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）を発表いたしました。 

日本医師会では、これを受け、本会防災業務計画第 5 章に基づいて地震警戒本部の設置を

はじめとする対策を講じることといたしました。 

貴会にかれましては、本件についてご了知の上、適宜情報交換等をお願いいたします。 

また、特に「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」（令和元年５

月２７日中央防災会議幹事会）による重点受援県等を所管する関係都県医師会 （静岡県、愛

知県、三重県、和歌山県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、大分県及び宮崎県）におかれ

ましては、警戒態勢を十分にとっていただくとともに、貴都県の関係行政機関や団体との連

携に努めていただきますようお願い申し上げます。 



令和 6 年 8 月 8 日 16 時 43 分ごろに発生した 

宮崎県における地震への対応について 

この度発生した標記地震について、同日、気象庁は「南海トラフ地震臨時情

報（巨大地震注意）」を発表した。 

これを受け、公益社団法人日本医師会は、災害対策基本法上の指定公共機関

として防災業務計画 第５章南海トラフ防災対策推進計画（後掲）に基づき、次

の方策を講じることとする。 

令和 6 年 8 月 8 日 

公益社団法人日本医師会 

記 

・期間：８月８日よりおおむね一週間を目途

・方策：下表のとおり

方 策 概 要 

１．情報の収集及び

伝達 

・関係都道府県医師会に対し、注意喚起および被害情

報の提供要請を行う（電子メール、都道府県医師会・

日本医師会事務局災害時情報共有システム（オクレン

ジャー））。

・役員及び事務局管理職のメーリングリストにて一斉

に情報共有を行う。

・役職員が日本医師会館外にいる場合は、リモート対

応（在宅メール、決裁）とする。
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２．役職員、施設・設

備に係る安全対策 

役員及び事務局職員並びに施設・設備に係る安全対策

を行い、緊急に地震防災応急対策を実施して災害発生

に備える。 

３．地震災害警戒本

部 

・地震災害警戒本部を設置する（本部⾧：松本会⾧）。 

・地震防災応急対策に係る措置（本表１、２、４、５、

６、７）を講じる。

４．緊急招集 ・在宅勤務対応を含む。

・3 連休中（8 月 10 日～12 日）に業務が発生した場合

は在宅勤務対応、8 月 13 日以降も有給休暇を取得する

者は常時連絡を取ることができる体制とする。

５．都道府県医師会

への連絡、情報交換 

・地震災害警戒本部において本方針が決定され次第、

都道府県医師会に周知する。その方法は、8 月 9 日開

催能登半島地震 JMAT 活動報告会（都道府県医師会

JMAT 担当理事連絡協議会）における公表、都道府県

医師会に対する文書発信とする。

・上記と同時に、適宜の情報交換を要請する。

６．関係団体等との

連携 

必要に応じて被災者健康支援連絡協議会構成団体等に

本方針その他の情報提供を行う。 

７．南海トラフ地震

重点受援県の医師会

への連絡 

本表５の方法により、警戒態勢をとるよう求める。 
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日本医師会防災業務計画（抄） 

第５章  南海トラフ地震防災対策推進計画 

第１節 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）又は南海トラフ地震臨時情報（巨大地

震警戒）発表時の対応 

会長は、気象庁が南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）又は南海トラフ地震臨時情

報（巨大地震警戒）発表時の対応を発表したときは、１週間を目途として以下の対応を講

じる。 

第１ 情報の収集及び伝達に当たり、正確・迅速を期するとともに、伝達方法を確立し

て役員及び事務局職員に周知すること。 

第２ 役員及び事務局職員並びに施設・設備に係る安全対策を行い、緊急に地震防災応

急対策を実施して災害発生に備えること。 

第３ 地震災害警戒本部（以下「警戒本部」という）を設置し、地震防災応急対策に係

る措置を講じること。なお、警戒本部の組織は、第１章第３節の災害対策本部に関

する規定を準用すること。ただし、すでに災害対策本部を設置しているときは、そ

れをもって警戒本部を設置したとみなす。又、警戒本部は、現に災害が発生したと

きは、災害対策本部に移行する。 

第５ 役員及び業務に必要な事務局職員の緊急招集を行うこと。 

第６ 本章に関する対応について、都道府県医師会に連絡するとともに、情報の交換等

の必要な措置を講じること。 

第７ 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合は、「南海トラフ地震

における具体的な応急対策活動に関する計画」（令和元年５月２７日中央防災会議

幹事会）による重点受援県1等を所管する関係都道府県医師会に対して警戒態勢を

とることを求めるとともに、ＪＭＡＴの派遣・受援準備等を要請すること。 

第８ 被災者健康支援連絡協議会、防災関係機関及び有識者等との連携により情報の収

集を行うとともに、可能な範囲で日本医師会の地震防災応急対策について連絡する

こと。 

第２節 南海トラフ沿いの想定震源域内において地震が発生し、大規模な被害が発生した

1 静岡県、愛知県、三重県、和歌山県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、大分県及び宮

崎県 
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ときの対応 

会長は、南海トラフ沿いの想定震源域内において地震が発生し、大規模な被害が発生

したときは、直ちに第１章第３節の災害対策本部を設置するほか、第３章に定める災害

応急対策（災害医療支援活動）を実施する。 

第３節  役員及び事務局職員への教育・訓練 

会長は、南海トラフ地震に関する被害予想、国の南海トラフ地震防災対策推進基本計画

等について役員及び事務局職員へ周知するとともに、実践的な地震防災訓練を実施し、災

害時には職員自らの判断で行動できるようにする。 
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報 道 発 表 
令和 6 年 8 月 8 日 19 時 45 分 

地 震 火 山 部 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）について

本日（8日）19 時 15 分に南海トラフ地震臨時情報（巨大地
震注意）を発表しました。その内容について別添のとおりお
知らせいたします。 

問合せ先：地震火山部  地震火山技術・調査課 大規模地震調査室 

電話：03-3434-9040 
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南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）を発表
南海トラフ地震の想定震源域では、
新たな⼤規模地震の発⽣可能性が
平常時と⽐べて相対的に⾼まってい
ると考えられます

今後、もし⼤規模地震が発⽣する
と、強い揺れや⾼い津波を⽣じると考
えられます
※新たな⼤規模地震が発⽣する可能性は平常時
と⽐べると⾼まっていますが、特定の期間中に⼤
規模地震が必ず発⽣するということをお知らせする
ものではありません

※モーメントマグニチュードは、震源断層のずれの規模を精査して得られるもので、地震発⽣直後に地震波の最⼤振幅から計算し津波警
報等や地震情報の発表に⽤いるマグニチュードとは異なります。

政府や⾃治体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください

今回の地震の発⽣場所

・⾚線は想定震源域、⻘線は南海トラフ地震臨時情報
発表に係る地震活動の監視領域
・⿊点線は、フィリピン海プレート上⾯の深さ

10km

20km
30km

2024年8⽉8⽇ 16:42
M7.1 深さ︓31㎞

モーメントマグニチュード7.0
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発震機構解
08081642

西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

[CMT解] 

セントロイドの位置
北緯 31度35分
東経 131度43分
深さ 約35km
※セントロイドの位置とは、
地震の断層運動を１点で
代表させた場合の位置。

Mw=7.0

下半球等積投影法で描画
Ｐ：圧力軸の方向
Ｔ：張力軸の方向
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今回の地震は、陸のプレートとフィリピン海プレートの境界
で発⽣した、逆断層型の地震

正断層

逆断層

左横ずれ断層 右横ずれ断層

プレート内で発⽣する地震

「活断層の地震に備える」より⼀部改変

プレート境界で発⽣する地震

プレート内で発⽣する地震

陸域の浅い地震

地震の発⽣メカニズム
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地震が続けて発⽣した事例
（Mw7.0以上の地震発⽣後にＭw8クラス以上の地震が発⽣した世界の事例）

1/100

1/200

1/1000

南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について（報告）（平成30年12月25日公表）より引用（一部改変） 気象庁作成

最初の地震からの経過日数

地震発生直後ほど続
けて地震が発生する
事例が多い

ISC-GEM Ver.4.0（青線）、Ver.5.1（赤線）による

（注）30年以内に70～80％の発生可能性があるとされる状況です。南海トラフ沿
いの地域において「30年以内に70～80％」の可能性でM８～９クラスの地震
が発生するという確率は、７日以内に換算すると概ね千回に１回程度となり
ます。これと、世界における続けて発生した地震の頻度を比較しています。

最
初
の
地
震
発
生
数
に
対
す
る
比
率

〇地震が続けて発生したこれらの事例から、
南海トラフ地震の想定震源域では、新た
な大規模地震の発生可能性が平常時に
比べて相対的に高まっていると考えられ
ます。

〇続けて地震が発生する可能性は、先に発
生した地震が起こった直後ほど高く、時間
を経るにつれて低くなっていきますが、ゼ
ロになるわけではありません。

2回

1904～2014年のＭw7.0以上の地震（1437回）の後に、その震源から
50km以内で発生した地震の経過日数別回数

Mw7.8以上の地震の発生回数
７日以内に6回（発生確率は6回／1437回）

同規模以上の地震の発生回数
地震活動を定量化した統計モデルから計算した発生回数

Mw7.0以上の地震発生後、7日以内に
Mw8クラス以上（Mw7.8以上）の大規模地震
が発生するのは、数百回に１回程度です。

異常な現象が観測される前の状況（注）に
比べて数倍高くなっています。

4回

1回
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Ｃ

Ｄ

A

B

左図領域a内の時空間分布図（A-B投影）

上図領域a内の地震活動経過および回数積算図

A

B

領域ａ

上図領域b内の時空間分布図（Ｃ-Ｄ投影）

震央分布図
（2011年３月９日～３月11日、深さ全て、M≧3.0）

3月11日14時46分以降の地震を黒で表示

Ｃ

Ｄ

領域ｂ

震央分布図
（2011年３月９日～３月11日、深さ全て、M全て）
緑：３月９日、青：３月10日、桃：３月11日14時45

分まで、黒：３月11日14時46分以降

最初の地震から、その後
発生したさらに規模の大
きな地震の場所へ地震活
動が移動しました

「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の例

地震が続けて発⽣した事例
（M7.0以上の地震に引き続いて、M8クラス以上の規模の地震が発⽣した事例）

気象庁作成10



令和６年８月８日16時43分頃の日向灘の地震について

震度分布図・推計震度分布図
【各地域の震度】

　　　８月８日16時55分発表

推計震度分布図

※留意事項は以下リンクからご確認ください。

最新の情報は、以下のページでご確認ください。

地震情報：https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map

推計震度分布図：https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map 11

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=earthquake_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=estimated_intensity_map


今回の地震活動

気象庁作成

A

監視領域（青線）内の地震活動経過図
[図の説明]
・表示している震源は速報値を含みます
・丸の大きさはマグニチュードの大きさを表します
（震央分布図）

・赤線は想定震源域、青線は南海トラフ地震臨時情報発表に係る地震活動の監視領域を示します
・黒点線は、Hirose et al (2008)、Baba et al. (2002) によるフィリピン海プレート上面の深さを示します

（時空間分布図）
・横軸は時間、縦軸は上図のA-Bの範囲を示します
・発生した時刻にマグニチュードの大きさに対応した丸を示します

（地震活動経過図）
・横軸は時間、縦軸はマグニチュード、縦棒のついた丸は地震発生時刻とマグニチュードの大きさを表します

＜資料の利用上の留意点＞
・表示している震源は、速報値を含みます
・速報値の震源には、発破等の地震以外のものや、誤差の大きなものが表示されることがあります
・個々の震源の位置や規模ではなく、震源の分布具合や活動の盛衰に着目して地震活動の把握にご利用ください

監視領域（青線）内の時空間分布図（A-B投影）

B

A

B

震央分布図

（震源の色について）赤色：今回の地震、青色：今回の地震より後に発生した地震、灰色：今回の地震より前に発生した地震

10km

20km
30km

2024年8⽉8⽇ 16:42
M7.1 深さ︓31㎞

モーメントマグニチュード7.0

2024年08月08日14時00分～ 2024年08月08日18時00分、
深さ０～150km、M全て
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今回の地震活動

震  央  分  布  図  （  広  域  図  ）  
深  さ  0     -  -     1  0  0  k  m  、        M        全  て  

(  震  源  の  色  に  つ  い  て  )  赤  色  ：  今  回  の  地  震  　  青  色  ：  今  回  の  地  震  よ  り  後  に  発  生  し  た  地  震  　  灰  色  ：  今  回  の  地  震  よ  り  前  に  発  生  し  た  地  震  

震  央  分  布  図  （  詳  細  図  ）  
震  央  分  布  図  （  広  域  図  ）  の  四  角  形  領  域  内  の  震  央  分  布  図  

震  央  分  布  図  （  詳  細  図  ）  の  地  震  活  動  経  過  図  

・  震  央  分  布  図  中  の  茶  色  の  細  線  は  、  地  震  調  査  研  究  推  進  本  部  の  長  期  評  価  に  よ  る  活  断  層  を  示  す  。
・  震  央  分  布  図  中  の  黒  色  の  点  線  は  、  海  溝  軸  を  示  す  。
＜  資  料  の  利  用  上  の  留  意  点  ＞
・  表  示  し  て  い  る  震  源  は  、  速  報  値  を  含  み  ま  す  。
・  速  報  値  の  震  源  に  は  、  発  破  等  の  地  震  以  外  の  も  の  や  、  誤  差  の  大  き  な  も  の  が  表  示  さ  れ  る  こ  と  が  あ  り  ま  す  。
・  個  々  の  震  源  の  位  置  や  規  模  で  は  な  く  、  震  源  の  分  布  具  合  や  活  動  の  盛  衰  に  着  目  し  て  地  震  活  動  の  把  握  に  ご  利  用  く  だ  さ  い  。

気  象  庁  作  成  

深  さ  0     -  -     1  0  0  k  m  、        M        全  て  
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南海トラフ沿いの過去の地震活動（1919年以降）

[図の説明]
・表示している震源は速報値を含む
・丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す
（震央分布図）

・以下の地震に吹き出しを付けた
1999年以前

〇想定震源域（日向灘を除く）で発生したM6.8以上の地震
〇想定震源域（日向灘）で発生したM7.5以上の地震
〇図中で1946年南海地震から3年以内に発生したM7.0以上の地震

2000年以前
〇想定震源域で発生したM6.5以上の地震

（時空間分布図）
・横軸は時間、縦軸は上図のA-Bの範囲を示す
・発生した時刻にマグニチュードの大きさに対応した丸を示す

（地震活動経過図）
・横軸は時間、縦軸はマグニチュード、縦棒のついた丸は地震発生時刻とマグニチュードの

大きさを表す

赤線は想定震源域、青線は南海トラフ地震臨時情報発表に係る地震活動の監視領域

1919年01月01日～ 2024年08月08日16時44分、
深さ０～100km、 M5.5以上

監視領域（青線）内の地震活動経過図

A

B

監視領域（青線）内の時空間分布図（A－B投影）

震央分布図
今回の地震を赤色で示す

気象庁作成
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今回の地震周辺の過去の主な地震活動

(  1  )  

(  2  )  (  3 )

(  4  )  

(  5  )  

(  1  )  

(  2  )  (  3 )

(  4  )  

(  5  )  

(  1  )     1  9  0  9  年  1  1  月  1  0  日     M  :  7  .  6     宮  崎  県  北  部  山  沿  い  
-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
(  2  )     1  9  2  9  年  5  月  2  2  日     M  :  6  .  9     日  向  灘  
-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
(  3  )     1  9  3  1  年  1  1  月  2  日     M  :  7  .  1     日  向  灘  
-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
(  4  )     1  9  4  1  年  1  1  月  1  9  日     M  :  7  .  2     日  向  灘  
-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
(  5  )     1  9  6  1  年  2  月  2  7  日     M  :  7  .  0     日  向  灘  
-  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  

震  央  分  布  図  
M     ≧     5  .  0        ,        深  さ     ：     0     ～     1  5  0  k  m  
         今  回  の  地  震  を  赤  く  表  示  震  央  分  布  図  の  青  色  矩  形  内  の  M  -  T  図  

過  去  の  主  な  地  震  
主  な  地  震  の  シ  ン  ボ  ル  の  色  と  番  号  の  対  応  
桃  ：  (  1  )  ,     青  ：  (  2  )  ,     緑  ：  (  3  )  ,     水  ：  (  4  )  ,     黄  ：  (  5  )  

・  震  央  分  布  図  中  の  茶  色  の  細  線  は  、  地  震  調  査  研  究  推  進  本  部  の  長  期  評  価  に  よ  る  活  断  層  を  示  す  。
・  震  央  分  布  図  中  の  黒  色  の  太  破  線  は  、  海  溝  軸  を  示  す  。
・  1  8  8  5  年  か  ら  1  9  1  8  年  の  地  震  の  震  源  要  素  は  、  宇  津  （  1  9  8  2  ,  1  9  8  5  ）  及  び  茅  野  ・  宇  津  （  2  0  0  1  ）  に  よ  る  。
＜  地  震  の  名  称  に  つ  い  て  ＞
・  気  象  庁  が  定  め  た  地  震  の  名  称  を  「  」  で  示  す  。
・  上  記  以  外  で  、  被  害  を  伴  い  、  広  く  社  会  的  に  地  震  の  名  称  と  し  て  知  ら  れ  て  い  る  も  の  に  つ  い  て  、  名  称  （  「  」  を  付  加  し  な  い  ）  を  併  記  し  て  い  る  。  
  名  称  は  、  「  日  本  の  地  震  活  動  （  第  2  版  ）  」  （  地  震  調  査  研  究  推  進  本  部  ）  に  よ  る  。

・  地  震  の  名  称  の  後  ろ  の  [  ]  は  、  こ  の  規  模  の  順  に  近  接  し  て  発  生  し  た  主  な  地  震  が  他  に  あ  る  こ  と  を  示  す  。
  名  称  は  、  最  大  規  模  の  地  震  に  の  み  付  加  し  て  お  り  、  [  ]  内  に  記  載  し  た  他  の  地  震  が  異  な  る  番  号  で  記  載  さ  れ  る  場  合  が  あ  る  。

＜  資  料  の  利  用  上  の  注  意  点  ＞  
・  今  回  の  地  震  は  、  速  報  値  を  表  示  し  て  お  り  、  精  査  後  に  修  正  す  る  場  合  が  あ  る  。
・  過  去  の  地  震  活  動  は  、  M  5  .  0  以  上  の  地  震  、  今  回  の  地  震  は  、  M  4  .  0  以  上  の  地  震  を  表  示  し  て  い  る  。
・  過  去  の  地  震  活  動  は  、  地  域  、  時  期  に  依  ら  ず  、  全  て  M  5  .  0  以  上  の  地  震  を  表  示  し  て  い  る  。  地  域  や  時  期  に  よ  り  検  知  能  力  （  ※  ）  が  異  な  る  場  合  が  あ  る  。
   ※  検  知  能  力  ：  特  定  の  地  域  、  時  期  に  お  い  て  、  あ  る  M  （  規  模  ）  以  上  の  地  震  は  、  概  ね  全  て  検  知  で  き  て  い  る  と  考  え  ら  れ  る  と  す  る  。
   こ  の  場  合  、  そ  の  M  が  小  さ  い  ほ  ど  検  知  能  力  が  高  い  と  言  う  。  
   一  般  的  に  、  同  時  期  で  あ  れ  ば  、  海  域  よ  り  陸  域  の  方  が  検  知  能  力  は  高  く  、  同  一  地  域  で  あ  れ  ば  、  時  期  が  新  し  い  ほ  ど  検  知  能  力  は  高  い  。 気  象  庁  作  成  
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震央分布図
（1994年10月１日～2024年８月８日16時44分、

深さ０～100km、M2.0以上）

丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。

B
今回の地震

（最大震度６弱）

A

2024年８月８日以降の地震を赤く表示

上図の楕円領域内の地震活動経過
および回数積算図

横軸は時間、縦軸は左がマグニチュード、右が地震の積算回
数。折れ線は地震の回数を足し上げたものであり、縦棒のつい
た丸は地震発生時刻とマグニチュードの大きさを表す。

A B

左図の四角形領域内のA-B断面図

縦軸は深さを表し、丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。

気象庁作成

令和６年８月８日 日向灘の地震
（発生場所の詳細）

緑色実線は南海トラフ巨大地震の想定震源域を表す

今回の地震

（最大震度６弱）

16



気象庁作成

●想定される最大規模クラスの地震の震源域・過去の
発生状況（600年以降）

最大クラスの
想定震源域

今回の地震の
震央位置

周辺で想定されている海溝型地震 （参考資料）南海トラフ

※1 「日向灘のプレート間地震（M7クラス）」として、現在知られているこの海域での最大規模の地震
（『地震活動総説』（宇津，1999）では、1662年の地震がM7.6、1968年の地震がM7.5）を記載してい
ます。

※2 東海～南海には、現在知られている大規模地震（『地震活動総説』（宇津，1999）では、正平（康安）
東海地震以降の地震はいずれもM7.9以上）を記載しています。

※3 海溝型地震における今後30年以内の地震発生確率が26%以上を「Ⅲランク」、3%～26%未満を「Ⅱラ
ンク」、3%未満を「Ⅰランク」、不明（すぐに地震が起きることを否定できない）を「Xランク」と表記して
います。ランクに「＊」を付記している場合は、地震後経過率が0.7以上を表します。

※本資料は以下を基に作成しました。
「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）」（地震調査研究推進本部）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/nankai_2.pdf
「活断層及び海溝型地震の長期評価結果一覧」（地震調査研究推進本部）

https://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/ichiran.pdf
「南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性について・別添資料」（内閣府）

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/tyosabukai_wg/pdf/h290825betten.pdf
「防災対応のための南海トラフ沿いの異常な現象に関する評価基準検討部会とりまとめ・別冊」（内閣府）

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taio_wg/pdf/h301225bessatsu_02.pdf

●周辺で想定されている海溝型地震
○今回の地震の震源周辺では、南海トラフで発生する大規模地震が想定されて

います。

●海溝型地震の長期評価

●海域で発生した規模の大きな地震後に見られた地震活動の例
○過去には、2008年の茨城県沖の地震のように、大きな地震の発生後、より大き

な地震が発生し、当初の活動域が広がった例もあります。しかし、2004年の釧
路沖の地震のように、より大きな地震は発生せず、地震活動域が広がらなかっ
た例もあります。

●南海トラフで発生する大規模地震
○南海トラフでは過去繰り返し大規模な地震が発生しています。正平（康安）地

震（1361年）以降、南海トラフで起きた6回の大規模地震の平均発生間隔は117
年です。しかし、実際に発生した地震の発生間隔は約90年から約150年とばら
ついています。過去には最短で約90年の間隔で大規模地震が発生した例があ
ります。

○昭和の東南海・南海地震（1944年・1946年）の発生から約80年が経過しており、
次の大規模地震発生の切迫性が高まっていると言えます。

ランク ※3想定される規模領域または地震名

Ⅲ＊ランクM8～9クラス南海トラフ

●過去に南海トラフで発生した巨大地震の地震の規模

内閣府による地震本部による地震名称

8.9宝永地震

8.6安政東海地震

8.7安政南海地震

8.28.1 ～ 8.2昭和東南海地震

8.48.2 ～ 8.5昭和南海地震

注）地震の規模はモーメントマグニチュード（Mw）
17



気象庁作成

※本資料は以下を基に作成しました。
「南海トラフの巨大地震による津波高・震度分布等」（内閣府） https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/taisaku/pdf/1_1.pdf

●想定される津波高 （被害想定が実施された４ケースを例示） ●想定される震度分布

東海地方が大きく被災するケース 近畿地方が大きく被災するケース

四国地方が大きく被災するケース 九州地方が大きく被災するケース

複数の想定されるケースの最大値の分布

ここで示した想定される津波高と震度分布は、
様々なケースが想定されるうちの一例を示した
ものです。
これより高い津波、大きな震度となる場合もあ
ります。

周辺で想定されている海溝型地震
南海トラフの巨大地震で想定される最大クラスの津波高・震度分布

（参考資料）
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南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意） 

＊＊ 見出し ＊＊ 
 本日（８日）１６時４３分頃に日向灘を震源とするマグニチュード７．１の地震が発生し
ました。この地震と南海トラフ地震との関連性について検討した結果、南海トラフ地震の想
定震源域では、大規模地震の発生可能性が平常時に比べて相対的に高まっていると考えら
れます。今後の政府や自治体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください。 

＊＊ 本文 ＊＊ 
 本日（８日）１６時４３分頃に日向灘を震源とするマグニチュード７．１の地震が発生し
ました。その後の地震活動は活発な状態が続いています。また、ひずみ観測点では、この地
震に伴うステップ状の変化が観測されています。 

気象庁では、南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会を臨時に開催し、この地震と南海
トラフ地震との関連性について検討しました。

この地震は、西北西・東南東方向に圧力軸をもつ逆断層型で、南海トラフ地震の想定震源
域内における陸のプレートとフィリピン海プレートの境界の一部がずれ動いたことにより
発生したモーメントマグニチュード７．０の地震と評価されました。 

過去の世界の大規模地震の統計データでは、１９０４年から２０１４年に発生したモー
メントマグニチュード７．０以上の地震１，４３７事例のうち、その後同じ領域でモーメン
トマグニチュード８クラス以上の地震が発生した事例は、最初の地震の発生から７日以内
に６事例であり、その後の発生頻度は時間とともに減少します。このデータには、平成２３
年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震（モーメントマグニチュード９．０）が発生した２
日前に、モーメントマグニチュード７クラスの地震が発生していた事例が含まれます。世界
の事例ではモーメントマグニチュード７．０以上の地震発生後に同じ領域で、モーメントマ
グニチュード８クラス以上の地震が７日以内に発生する頻度は数百回に１回程度となりま
す。

 これらのことから、南海トラフ地震の想定震源域では、大規模地震の発生可能性が平常時
に比べて相対的に高まっていると考えられます。 

 南海トラフ地震には多様性があり、大規模地震が発生した場合の震源域は、今回の地震の
周辺だけにとどまる場合もあれば、南海トラフ全域に及ぶ場合も考えられます。 

 最大規模の地震が発生した場合、関東地方から九州地方にかけての広い範囲で強い揺れ
が、また、関東地方から沖縄地方にかけての太平洋沿岸で高い津波が想定されています。 

今後の政府や自治体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください。 

気象庁では、引き続き注意深く南海トラフ沿いの地殻活動の推移を監視します。 

※モーメントマグニチュードは、震源断層のずれの規模を精査して得られるマグニチュー
ドです。気象庁が地震情報等で、お知らせしているマグニチュードとは異なる値になる場合
があります。
※評価検討会は、従来の東海地域を対象とした地震防災対策強化地域判定会と一体となっ
て検討を行っています。

＊＊ 次回発表予定 ＊＊ 

今後は、「南海トラフ地震関連解説情報」で地殻活動の状況等を発表します。 

＊＊ （参考） 南海トラフ地震に関連する情報の種類 ＊＊ 
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【南海トラフ地震臨時情報】 
情報発表条件： 
○南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と
関連するかどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合
○観測された異常な現象の調査結果を発表する場合

情報名に付記するキーワード： 
○「調査中」 下記のいずれかにより臨時に「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」
を開催する場合 
・監視領域内※１でマグニチュード６．８以上の地震※２が発生
・１カ所以上のひずみ計での有意な変化と共に、他の複数の観測点でもそれに関係すると思
われる変化が観測され、想定震源域内のプレート境界で通常と異なるゆっくりすべりが発
生している可能性がある場合など、ひずみ計で南海トラフ地震との関連性の検討が必要と
認められる変化を観測
・その他、想定震源域内のプレート境界の固着状態の変化を示す可能性のある現象が観測さ
れる等、南海トラフ地震との関連性の検討が必要と認められる現象を観測
○「巨大地震警戒」 想定震源域内のプレート境界において、モーメントマグニチュード８．
０以上の地震が発生したと評価した場合
○「巨大地震注意」
・監視領域内※１において、モーメントマグニチュード７．０以上の地震※２が発生したと
評価した場合（巨大地震警戒に該当する場合は除く）
・想定震源域内のプレート境界において、通常と異なるゆっくりすべりが発生したと評価し
た場合
○「調査終了」 （巨大地震警戒）、（巨大地震注意）のいずれにも当てはまらない現象と評
価した場合
※１ 南海トラフの想定震源域及び想定震源域の海溝軸外側５０ｋｍ程度までの範囲
※２ 太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除く

【南海トラフ地震関連解説情報】 
情報発表条件： 
○観測された異常な現象の調査結果を発表した後の状況の推移等を発表する場合
○「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合における調査結果を発表する場
合（ただし南海トラフ地震臨時情報を発表する場合を除く）
※すでに必要な防災対応がとられている際は、調査を開始した旨や調査結果を南海トラフ
地震関連解説情報で発表する場合があります。
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